
一46一

･･脚･･榊･轡

☀

榊典η◎NS

UN嘔餐

ECONOMlCCOMMlSS!ON戸OR.^SlA漉㎎臓‡HE戸^R匿^S1･

目^NCkO甘｡マH^一L^N0二

〒EL巨pH0N匡･813544

｣メコン河下流流域の

鉱産資源⑦ム

岬ニニ鴛,義

沢田秀穂

アジア東部におけるアンチモニｰ鉱生産国では中共治

下のシナが第一で世界の三大生産国の一一つであり国

際貿易上の制約がなくなった暁には世界市場を支配す

るものと思われる.文献2によると世界全体の推定

アンチモニｰ埋蔵量(含有アンチモニｰ分)は550万ショ

ｰトトンそのうちシナ400万ボリビア50万メキシ

コ50万を三大埋蔵国としている.19!8年頃一!937年の

間シナは比較的安定して年平均!8,000トン以上を供給

していたが1937年以降生産は不安定どたり1942年以

後にはその採鉱は全くおとろえ1944年6月月本陸軍が

製錬業の中心Chang-Shaをとり製錬設備はこわされ

生産はその後事実上とまったという､
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エカフェ地域のその他の産出国としては濠洲どル

マ目本およびタイであるがこのうち重要改生産園は

タイのみでありその他の国の生産高は全部あわせても

年間アンチモニｰ分500トン程度にすぎない.

メコン河下流々域にあってはタイでは同国鉱産資源

局の援助の下にアンチモニｰ鉱の探査が実施されてきて

いて多数鉱床の発見をみている.一地域によっては地

化学探査を実施するがよいと思われその一例として

Cha･thaburi県の輝安鉱々北周辺をあげることができる.

ラオスでは将来の地化学予備探査の計画にア:■チモ

ニｰ探査をも加える要があり既知輝安鉱序兆1鉱床に

つき地化学探査をも用いて再調査すべきものと考えら

れる.有望地区としては同国北一中央部(X曼eng

Khouangを中心とする)であって.この地区は既述の

如く銅鉛蛆鉛水鉛そ夢泌の講金属の鉱施が無数

にあり広域にわたる地化学探査を実施の価値がある｡

王都ルアンプラバン南西のSayabOury県の輝安鉱拶)情

報についてもさらに検討の要があろう.

カンボジア南へげムともに現在のところアン

チそ二一探査の根拠となるべき情報は全くなくただわ

ずかに南頭カンボジア胎鰍h脇付近に輝安鉱の

発見が報晋られ嘆た南べ1一ナムの翫淡慧跳搬および

Qu狐慧N駆量にアンチモニｰ鉱がみられるというのみで

カンボジアのものについては知られる限りではその後だ

んらの調査も行なわれてい改い.北へらナムについて

はかって稼行した鈎↓1もありか削)有望な鉱床離が

y童沽県K轡80岨対地区に予想されている｡

1)タイ

タイ園では年代は未詳であるが古くからごく小規模

改がら散発的に開発されていた.アンチモニｰ製錬の

技術もしられていてアンチモニｰ地金をつくっている.

当時のおも次期途は仏像鋳造踊でそのぽか地方地方の

第1図メコン河下流々域お友びそ剛筒辺のアンチモニｰ紘膝�
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金物を作るための混合ノ･シダの合金用に用いられた.

アンチモニｰ鉱業が同国ではじめて活発になったのは｡

第二次大戦開始後1943年からであるがはじめの23年

間はアンチモニｰ鉱の生産はきわめて少なく牢聞500

トンをこえたことはなく100トン未満の年が多い.

ところが1963年にいたり生産は急増し1964年から1967

年にわたっては年間平均2,500トンの生産をみて世界

生産国中三～四の位置を争う有様となった.しかし

!968年には鉱石の生産は423トンに急落したが地金の

生産は379トンと前年の2倍の生産を示している.表1

～3はタイ国のアンチモニｰ鉱石･精鉱･C･udu㎜(熔離

アンチモニｰ)･地金の生産高･輸出量･消費額を示す.

タイ国のアン'チモニｰ(輝安鉱)鉱床は多くその西部

南はマレｰシア国境から北はチエンマイに至る聞古い

地向斜一造山帯にそってみられる.おも肢鉱山･鉱兆

はSuratThani･Ratchaburi･La血pang･Phraeの4

県にありまた同国南東部はChanthaburi県にもみら

れる.そのほかSarabu･i県R痂haburi県その他

にも鉱床の存在がしられている(表4)､

過去何年間かにわたリ主要鉱山であったのは南部の

SuratThani県BanSong付近のHuaiNaiKhao鉱

山である(詳細は文献5参照).その他連続的にではな

いが少量のアンチモニｰ鉱が何年かにわたって北タイ

のLampang･Phrae両県の鉱床から生産され1967年

には南東タイのChanthabu･i県で小規模ながら採掘

が始りこれが現在のところBanS㎝g鉱山につぐも

のとなっている.

タイ国のアンチモニｰ鉱床はいずれも輝安鉱からたり

二次鉱物として黄アンチモン華(StibiconiteSも婁○･(O

H)2)など伴うことがある.鉱床は鉱脈または鉱染鉱

床をだし鉱脈は石英･輝安鉱からなるものが多いが

時には方解石･重晶石･螢石がみられ石英はほとんど

または全くみられないこともある.このような鉱脈は

普通花開岩や花筒岩の接触した岩石を切っている･

､鉱染型の鉱床は各種の一部変質した水成岩中にみられ

鉱化作用のみられる所では断層をうけ角礫化している

表1タイ国アンチモニｰ鉱石･精鉱･cmdum･地金生産高(1943-1969ton)

年一次
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1964���2,819��一�2581乱〕

1965���2,502��■�173⑫〕

1966���2,鵠4��一�2131皿〕

1967���2,280��4�1921皿)

1968�a:185b:一c:24d:10e:199董15��423��一�379ω

1969�a:12b:53c:355d:920e:220��i1,560■��一�2461皿〕
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a:SuratThani(BanSong)b:Kanch舳固b附三c:Phraed:La王叩コn区e:Chanthaburif:その他の地方

企固地金産額はいずれの年{､SuratThani(Ba蘂So亘窪)が企斑をしめている.

(1943-1962:文■献5に舳1jされたも口))

(1961-1970:貧事2茸菩5常螂ダ五タトω〕買{tクィ絨;j畦資言嫌同1971)�
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表2タイ国アンチモニｰ輸凶状況(1960-1970ton)

タイ鉱産資源局(1971)
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表3タイ国々内アンチモニｰ地金消鼓類(1960一ユ970)タイ国鉱巌蔵淑局(1飲至)
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表4タイ国アンチモニｰ鉱床のおもな一もの

鉱床名

���潮最

2KbaoPhrik(K.Pr三g)

3.Kぬ｡DangLek

�慥��慮最

���慮

��楔態愨�態��

������

�����楮最

��態��

9.1第1鱗

9.2第2.職

��潮权�歓�

11Sam藺akSo㎎KhaoWa㎎

12.BanMaeLo㎜

��������
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卵牡���

Ratchabur三

剡���物

La㎜pmg
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��慮最

��慮最

�牡攀

�慮�慢�椀

�慮�慢�椀

�楡湧��

���

位

置

BmSongStatio口から2km

Ratchaburi酉方工4k㎜

Ratchaburi北々酉2脈㎜

ChaeHom北東8km

SobPrab北西14km

Wa㎎Nua南西35km

Wa㎎Nua南東25km

Koh良a南西27km

PhaKhanStation南酉1-2km

PhaKhmStation南酉3.5km

Chanthaburi北酉52k㎜

Chanthaburi北藺44km

BanMaeLom東11km

MaeTha東7km

北緯

�㌵�

���

��㐧

�〴�

���

���

���

���

��㌧

���

��㈧

東経

���

99畠44'

���

��ぞ

���

99苗371

���

鱒饒16'

99螂54'

����

����

裁況

橡･行巾

稼行中

(1970年､7月現在沢困)

未詳鉱床

旧坑

1目坑

未葦詳鐵;｣未

鉱兆

鉱兆

小翁広111ヴ)…集リ

ノト翁広Il1

未詳鉱床

未詳鉱床

未詳鉱床

このほかTak,NakhonSiThammarat両県に正碓な位置は未詳ながらアンチモニｰの未詳鉱床が如られている

のを常とする.頁岩･石灰岩･珪岩その他の母岩は通

常接触変質並びにあるいは熱水作用によって変質してお

りいずれの場合にも輝安.鉱は熱水作用によるものと考

えられている.

文献3では技術的地質学的観点からいえばタイ国

のア1■チモニｰの将来性を論ずることはほとんど完全に

不可能でありBanSong鉱床についても一般に認め

られる基準によって鉱体の可採鉱量を正確に評価する

ことは不可能という.しかしタイ国でこれまでしられ

た鉱石は例外的に不純物が少なくその点将来国際市

場で優位をうると考えられ同時に地質的にいえばタ

イ国が近い将来にアンチモニｰの主要生産国となるよう

た鉱体の発見が期待できるとしている.また一般的に

いってアンチモニｰの鉱化作用の性質から近代的た探�
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南2km鉄道線路の東僅々200㎜の距離に

㌶㌫1鴛幣こ㍍山

㌶㌶:;;;苧膿鴛榊〆入/巧

鴛㌶㌫ふムμ俗｡㌧工｡､

輸出にむけられアンチモニｰ分最低40%

とされているが実際は平均50%に達する.第2図タイ屡鮎aoPh｢ikアンチモニ■鉱…三唯匿見敢図

低品位鉱は現地の自家製炉で溶錬し大部分99%のアンKhaoPhrik丘列の東側の平坦地下にある(Khaoは山

チモニｰ地金一部C脳dび㎜として成品化する.文･丘などの意).本鉱山は住鉱コンサノレタントK.K｡篠

献1によれば馳ai胞舳聰(表喜一N･､8)では輝安鉱田界一技師とともに1970年7月短時間見学に主よった時

が玉髄を伴って一連の石灰岩一砂岩･頁岩中の暗灰色珪はタイ国文部省に多年つとめ退職後10年余という某氏

岩中に産しこの鉱床は恐らく付近の斑岩迷入に伴うもの経営する所とたっていた.同氏の言によればこの

のではたいかとしている､地域はもと全くの森林地帯で住民がアンチモニｰ鉱を

溶かして偽造貨幣を作っていたという｡その後漢洲

跳毯鮎触(表4-No.9文献至)地区は北タイphraeの菜杜が5,000米ドノレほどつかって地震探鉱電気探査

県にありPh淺KhaR停車場がこの地区の精鉱の積出し地化学探査を行なった後企業化の考えをすて某氏自

駅でタイ国有鉄道によ砂バィコクの北578kmの距離身が経営するに至った｡濠杜の調査結果ではほぼ南

にある.北方向に鉱兆がみとめられSい呈00⑪p岬の帯中に南

本地区の鉱床には二つの型があり後期古生代石灰岩北に分かれて二つのこれより含有量の高い地域を認め

申の破砕帯にある不規則またはレンズ状の落しと花陶岩ている.現在は北50度東方向の断層にそってみられ

瘤(飾的のおおい(hOOd)を横断するせまい派とでる鉱石をこのアンチモニｰ濃集帯をほぼ横断して幅

ある.両型とも初生鉱石鉱物は輝安鉱､石英脈を伴う.15m長さ100m位の溝をほって採鉱している｡綱針

地表またはその近くではこの輝安鉱は広く酸化して白状の結晶の集合体をたす輝安鉱の部分と黄色の黄アン

黄色の黄アンチモン華となっている.他のアンチモニチモン華と思われる部分とがみられそのほか輝安砿が

一酸化物もあるかもしれないカミ野外では不明であった.こまかく鉱染しているのかとみられる黒い珪質の泥岩･

鉱石の石灰洛中の生成は破砕帯に限られ破砕帯は上砂岩状の部分がある.

弄してくる熱水溶液に対し濠透しうる通路を与えたものまた重晶石中に輝安鉱の混在するものはこれを現地

である.花開岩中にあっては選鉱溶液は岩瘤のおおで溶かして採取するため炉を建設申という.見学当時

いの中に発達したわれめの形に従いおそらくその時期は上記の溝の中でブノレドｰザｰをつかってほりとった鉱

はわれめのできたのと同時と思われる.野外調査の結石を現地で直ちに手選していた.

果ではアンチモニｰの鉱化のおこったのは比較的低温

で地表付近または浅熱水帯であったと考えられる.2)カンボジア

当国にあってはアンチモニｰ鉱物(輝安鉱)の存在は

Kh･⑰蘭･ik鉱山はバンコクの西南西直距約gOkmただ一か所にしかしられていたい.これはカンボジア

Ratchaburi市西約11kmにありRatchaburiから大西部のPeamProus(略位置は北緯12度15分東経103

部分紅土の道路だがら平坦地であって乾季雨季とも適度7分)付近のS･るPeang村南西3kmにある､こ

常車で容易に達することできる(第2図).の輝安鉱は試料程度の量しか報ぜられていないが亜鉛

鉱床は二畳一石炭紀の石灰岩からなるKhaoK･o長･若干をふくむ.さらに調査の妻ある鉱床である(5(1万�
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第3図北ベトナムKEBONアンチモニｰ産山地区位置図

分の1Ca･teG6o工｡giqueViet･Nam-Cambodge-

Laos埋Pa良Nam図幅同説明書).

3)ラオス

ラオスにおいては輝安鉱は方鉛鉱や閃亜鉛鉱をふく

む硫化物鉱脈中に普通にみられる.輝安鉱を主とする

鉱脈は数か所にしられるがそのうち特記すべきものは

次の通りである:

BoKeo一ノレアンブラバン県略北緯18度52分東経101

度52分(50万分の1CarteG601ogiqueV1etNam

-CambodgトLaos,LuangPrabang図幅一文献10).

HoueiHoトノレアンブラバン県8anPok-BanMouk

Kha間にあり洛北緯20度14分東経101度15分(50万

分の1CarteGξologiqueVietNa{1-Cambodge-

Laos,V三entiane図幅一文献9).

Sayabou工y西方タイ国境付近(正確な位置は未詳)Sop

Nao-PhongSaly県(50万分の1CarteGξologique

VietNam-Cambodge-Laos,yientiaDe図幅一文献9).

ラオスではアンチモニｰの採掘カミあったという公的な

記録は何もたいが将来の探査計画にのぼすべき鉱種で

あり特に北部ラオスの花商岩類の諸地域で探査の要が

ある.これら地域で地化学探査を実施する時には銅

1鉛･亜鉛1水鉛などととヰ,にアンチモニｰについても

探査すべきである.

4)ベトナム

南ベトナムには輝安鉱の存在の報告されたものきわめ

て少なく貴金属鉱の項でのべる予定の8ongMieu金

山およびその付近に1920年代少量の生産があったとい

われる.また9uangNgai付近に小鉱床若干をみる

というものの詳細は不明である.

北ベトナムにあってはアンチモニｰ鉱業は第一次大

戦中は活況を呈したが以後産額は減少し第二次大戦

中まで小規模に稼行されていた(文献!4)出産地として

とんきん

は北部(東京地方)南部(安南地方)で!935-1931{

年の生産額は次の通りであった:

1合計(!ン)

なお1935年には東京地方でシナ広西省産の酸化アンチ

モニｰ鉱2,CCOトンを処理しベノレギｰ向け輸出してい

る(文献15)､

文献1415によれば東京地方のMoncay鉱山では

蛇紋岩中の輝安鉱白安鉱(アンチモニｰ華Va1entinite

Sb.O｡)を含む石英脈を存すほかその巨礫か不規則に

表土中に散点する.Kao･Ba㎎県NamV1eR鉱山も

同様の鉱山で採掘可能な鉱石だけでも25万トンの埋蔵

量があるといわれ1935年に31)トン1937年!0トンの生

産をみていた.そのほかD㎝g-Mo1Goα憲一S1町1H眺

L姐㎎･Sacたどがしられている､安南地方ではyi北

地域のTaSoi鉱山およびTaiBaoCette鉱山で主と

して表土中に大塊をだして点在する輝安鉱転塊が採掘さ

れていたほか9uangTri県Cam-Lo川上流にも輝安

鉱の漂鉱カミしられていた.

以上のほか北ベトナム北東端のMonCa1付近Taln

MaiやTuyenguang北140kmのChiemHoaの酉

にもアンチモニｰの鉱兆が報ぜられている.

伽S｡量鉱山はThanhHOaの南西80良m一にあリ文

献16によればTai･Bao鉱山ともよばれていた.1912

年Vinhの住人によって採掘願がだされ1923年許可を

えている鉱区の中心はパリ基準と思われる東経114

度14129北緯21度78229Vinh市の北西直距約110km

にある.この鉱山はKeBon村付近に集中する鉱区

の一つでこのKeBon地区はアンチモニｰ鉱床が多

数あるものと予想され文献16の調査が1942年1月に実

施されている.

Ta･Soi(またはTai倣｡)鉱山についてみると鉱杯�
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は石灰岩におおわれた片岩からなる山の南腹にあり

片岩中に胚胎する石英脈中に輝安鉱として存在する.

また鉱脈中の鉱石は片岩の風化によって生じた表土の中

に酸化または硫化鉱坑としても存し分析の一例では

輝安鉱鉱石でアンチモニ丁61.60%鉛0.30%

､砒素0.05%酸化アンチモニｰ鉱二石ではアンチモニｰ

57.80%鉛0.20%砒素僅少とたっている.Ta-Soi

鉱山の1913-17年当時の生産額は次の通りである:

工彗互3年300トン

豆9エ遂月三追79…㌔ン'

至凱5牢硫化アンチモニニｰ鉱

泌⑪1･ン

王91枠2921･ン

1917勾玉128トン

合計1畳782

1冊1位(金属アンチモニｰ含有量)60%

酸化アンチそ二一鍬

248トン〃

嚢4トン〃

1トン〃

･ン

文献16の調査団の調査した地区はKeBon村北々西

約6量㎜の標高200m程の小丘の中腹にあり厚い表土

と密林におおわれて露頭の確認は困難であった二が延長

約95皿以上走向北30度東脈幅10から30c㎜の鉱脈

･と一電､われる誼露頭付近には直径30cm以上に達する

綾密な鉱坑があり鉱石は酸化アンチモニｰすたわち白

安鉱で不純物は少なく非常に良質で含有アンチモニｰ

分6脇以上をみられた吉鉱脈の母岩は珪岩で母岩に

接する部分はおもに石英から敗り中央部に白安鉱の良

質の鉱看かある｡この鉱床では鉱石の内部には初成

鉱物である輝安'鉱の残っているものがあり鉱床は内'部

に行くに従い輝安鉱に次第に変わるものと考えられた.

採取試料を日本の地質調査所で分析した結果では白安鉱

でアンチモニｰ78.32房SiO重2.54房Sなし白

安鉱の中に輝安鉱の残っているものではアンチモニｰ

μ､40%SiO.36.78%S8.8吻であった.本鉱床

の南西約2k狐の地点にもアンチモニｰ鉱鉱石の転石

があるが本鉱床との動系は不明である.

文献16は結論として.本鉱床の鉱脈は脈幅は大きく

は次い様であるがきわめて高品位の白安鉱からたり

大いに期待できるものの様ではあるがその延長や内部

の様子が全く不明であるから探鉱作業を行なって鉱量

その組の確認をすることをすすめまたこの地域一帯に

同様の成因によるアンチモニｰ鉱床が多数あると予想さ

れるので全地域を総括的に調査苗探鉱すれば成果を

みることができようとしている｡時に地名に旧称を用

いたのは手もとは資料の改いためで諒承いただきたい.

(錐者は元所員夜バンコクE.C.A.P.E.事務局)
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